
建築空間における感覚・知覚心理シンポジウム（第 10 回） 

「人間行動と感覚・知覚心理研究」 

 

 人間がとる行動はその人が自分でも意識していない要求や、例えば寒暑、快・不快とい

った感覚を反映していると考えられ、そのため特定の場面では被験者に直接言語的な反応

を求めるよりも有益な知見が得られる可能性がある。このような人間の行動をデータとし

て扱う手法は、言語的反応を得るのに支障がある子どもや障害者を対象とした研究、人間

の無意識の反応を捉えようとする研究のほか、近年ではマーケティングの分野でも得られ

た知見を応用する動きがある。 

 近年の技術発展により、行動を記録する機器もより精密、高性能になっており、研究着

手のハードルは低くなっているものの、その一方で、データが有する意味の解釈や条件統

制に難しい面もあり、現状ではこのような手法を用いた研究事例は少ない。本シンポジウ

ムでは、感覚・知覚心理研究においても行動を扱う研究手法が、今後、広く使われるよう

になることを意図して、実際に行動データを用いている研究事例をご紹介いただき、手法

についての基礎知識を整理し、研究に取り入れることの意義について考える。 

主催 環境工学委員会 環境心理生理運営委員会 感覚・知覚心理小委員会 

日時 2011 年 11 月 12 日（土）13：30～17：00 

会場 キャンパスプラザ京都 2 階ホール（京都市下京区西洞院通塩小路下る） 

   地図 http://www.consortium.or.jp/contents_detail.php?frmId=585 

プログラム 

主旨説明／西名大作（広島大学） 13:30～13:40 

第 1 部：講演 

司会／宮本征一（摂南大学） 

❶行動の量的把握――高齢女性の生活行動と身体活動量／ 

    竹原広実（京都ノートルダム女子大学） 13:40～14:20 

❷行動と環境制御――冷房使用と窓開放／ 

    梅宮典子（大阪市立大学） 14:20～15:00 

❸行動と環境計画――子育て女性の公園利用行動と公園計画／ 

    原田昌幸（名古屋市立大学） 15:00～15:40 

第 2 部：討論（感覚・知覚心理研究における人間行動の意義） 15:50～17:00 

司会／松原斎樹（京都府立大学） 

定員 60 名（申込先着順） 

参加費（資料代含む） 

会員 2,000 円、会員外 3,000 円、学生 500 円 

申込方法 E-mail または Fax にて、催物名称、氏名、勤務先・所属、同電話番号、E-mail

アドレスを明記のうえ、申し込んでください。定員に達した場合は、お断りの方にのみご

連絡します。 

申込み締め切り 2011 年 11 月 5 日（土） 

申込み・問合せ 感覚・知覚心理小委員会幹事 原 直也 

        FAX：06-6368-0693   E-mail：nhara@kansai-u.ac.jp 


